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(57)【要約】
【課題】クリップで挟んだ加振対象物の極力離れたポイ
ントにて振動音を発生させてもその振動音を集音するこ
とを可能とすること。
【解決手段】一方の端部に挟み付け部５が形成されると
ともに他方の端部に操作部４が形成されたアーム部材２
と、一方の端部に挟み付け部６が形成されるとともに他
方の端部下面に操作部３が形成される本体部１とを具備
し、アーム部材２側の挟み付け部５と本体部１側の挟み
付け部６とが当接するように、ばね１７で付勢されてい
るクリップ型の形状とする。そして、本体部１側の挟み
付け部６には平面視円形状の突起部１５を形成し、この
突起部１５の表面にピエソ素子８を設けている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の端部に挟み付け部が形成されるとともに他方の端部に操作部が形成されたアーム
部材と、一方の端部に挟み付け部が形成されるとともに他方の端部下面に操作部が形成さ
れる本体部とを備え、前記アーム部材側の前記挟み付け部と前記本体部側の前記挟み付け
部とが当接するように付勢手段で付勢されているクリップ型の形状に構成して、
　前記本体部側の前記挟み付け部には平面視円形状の突起部が形成され、この突起部の表
面に圧電素子が設けられていることを特徴とするクリップ型集音装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のクリップ型集音装置において、
　前記圧電素子は、１対の円形状のクッション部材に挟まれた状態で前記突起部の表面に
載置されていることを特徴とするクリップ型集音装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のクリップ型集音装置において、
　前記１対の円形状のクッション部材に挟まれた状態で前記突起部の表面に載置されてい
る圧電素子を前記クッション部材も含めて覆うキャップを設けたことを特徴とするクリッ
プ型集音装置。
【請求項４】
　請求項１、２および３の内のいずれか一項に記載のクリップ型集音装置において、
　前記アーム部材側の挟み付け部の裏面側には、その下面が円形状であるクリップヘッド
が装着されていることを特徴とするクリップ型集音装置。
【請求項５】
請求項１、２、３および４の内のいずれか一項に記載のクリップ型集音装置において、
前記本体部は、その両側面を幅方向に対向する側壁部で囲まれると共にその後面を後壁部
で囲まれて、両側壁部と後壁部とが一体的に形成されており、　
　前記圧電素子に半田付けされた配線を通しこれを保護する保護チューブを前記本体部の
後壁部に設けたことを特徴とするクリップ型集音装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、打撃対象物を挟んで音出力を行うクリップ型の集音装置の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　クリップ型の音楽装置が提案されている。例えば、クリップ型の調律器はマイクロフォ
ンを備えていて、このクリップで調律対象楽器を挟み込んでマイクロフォンで集音した音
の周波数を検出するものである。例えば、握り部の一方の端部に調律器を取り付けるため
のコネクタを備え、挟み付け部の一方の先端部に振動検出素子が取り付けられた調律器用
クリップにおいて、振動検出素子が取り付けられた側の挟み付け部のアーム先端部の内側
には、中実の滑り止めラバーを取り付けると共に、この挟み付け部の他方のアーム先端部
の内側には、中空の滑り止めラバーを取り付けた装置が提案されていた（例えば、特許文
献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２８４０３５号公報（第４－６頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このクリップ型の調律器は、楽器の種類が何であってもその楽器の一部
にホールド性を良くして取り付ける工夫はなされているものの、集音性についての工夫が
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なされていない。つまり、挟み付け部によって挟んだ物を打撃して、その振動音を集音す
るに際して、極力離れたポイントにて打撃による振動音を発生させてもその振動音を集音
することの工夫がなされていたものではなかった。このため、例えば、机（挟み込み対象
物）をクリップで挟み込んで、この机を打撃すると、このクリップでの挟み込み位置と打
撃位置とが離れてしまうと直ぐに打撃による音を集音できなくなってしまっていた。
【０００５】
　本発明は、かかる従来の課題を解決するためになされたもので、クリップで挟んだ打撃
対象物の極力離れたポイントにて打撃による打撃音を発生させてもその音を集音すること
を可能とする装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、一方の端部に挟み付け部（５）が形成されると
ともに他方の端部に操作部（４）が形成されたアーム部材（２）と、一方の端部に挟み付
け部（６）が形成されるとともに他方の端部下面に操作部（３）が形成される本体部（１
）とを備え、前記アーム部材（２）側の挟み付け部（５）と前記本体部（１）側の挟み付
け部（６）とが当接するように付勢手段（１７）で付勢されているクリップ型の形状に構
成して、
　前記本体部（１）側の挟み付け部（６）には平面視円形状の突起部（１５）が形成され
、この突起部（１５）の表面に圧電素子（８）が設けられていることを特徴とするように
した。
【０００７】
　この発明によれば、先ず、一方の端部に挟み付け部（５）が形成されるとともに他方の
端部に操作部（４）が形成されたアーム部材（２）と、一方の端部に挟み付け部（６）が
形成されるとともに他方の端部下面に操作部（３）が形成される本体部（１）とを備え、
前記アーム部材（２）側の挟み付け部（５）と前記本体部（１）側の挟み付け部（６）と
が当接するように付勢手段（１７）で付勢されているクリップ型の形状とする。そして、
本体部（１）側の挟み付け部（６）には平面視円形状の突起部（１５）を形成し、この突
起部（１５）の表面に圧電素子（８）を設けている。この結果、集音可能な距離が従来よ
りも長くなることが発明者等によって確認されている。
【０００８】
　より具体的には、このクリップ型集音装置において、前記圧電素子（８）は、１対の円
形状のクッション部材（７ａ、７ｂ）に挟まれた状態で前記突起部（１５）の表面に載置
した構成や、このクリップ型集音装置において、前記１対の円形状のクッション部材（７
ａ、７ｂ）に挟まれた状態で前記突起部の表面に載置されている圧電素子（８）を前記ク
ッション部材（７ａ、７ｂ）も含めて覆うキャップ（９）を設けた構成とすれば、安定し
た状態で圧電素子を装着することが可能になる。また、アーム部材（２）側の挟み付け部
（５）の裏面側には、その下面が円形状であるクリップヘッド（１６）を装着した構成と
すれば対象物の挟み込みが確実に行われるので好ましい。そして、上記装置において、前
記本体部（１）はその両側面を幅方向に対向する側壁部（３０ａ、３０ｂ）で囲まれると
共にその後面を後壁部（３１）で囲まれて、両側壁部（３０ａ、３０ｂ）と後壁部（３１
）とを一体的に形成し、圧電素子（８）に半田付けされた配線を通しこれを保護する保護
チューブ（２５）を本体部（１）の後壁部（３１）に設けた構成にすれば、当該配線を傷
めない構造とすることができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、クリップで挟んだ打撃対象物の極力離れたポイントにて、打撃による
打撃音を発生させても、その音を集音することを可能とするクリップ型集音装置を実現す
ることができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
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【図１】クリップ型集音装置１００の側面外観の説明図である。
【図２】クリップ型集音装置１００を斜め前方より見た外観の説明図である。
【図３】本体部１を斜め後ろ側から見た平面外観の説明図である。
【図４】クリップ型集音装置１００を斜め後ろ側から見た外観の説明図である。
【図５】アーム部材２側の組み立て状態の模式的な説明図である。
【図６】本体部１側の組み立て状態の模式的な説明図である。
【図７】挟み付け部材５の下面の側面構造の説明図である。
【図８】本発明の効果の説明図である。
【図９】本発明の効果を説明する模式的な説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施の形態について図面を参照しつつ説明する。図１はクリップ型集音
装置１００の側面外観図、図２はクリップ型集音装置１００を斜め前方より見た外観図、
図３は本体部１を斜め後ろ側から見た平面外観図、図４はクリップ型集音装置１００を斜
め後ろ側から見た外観図、図５はアーム部材２側の組み立て状態の模式的な説明図、図６
は本体部１側の組み立て状態の模式的な説明図、図７は挟み付け部材５の下面の側面構造
の説明図である。なお、図１は操作部４、操作部３を用いて押圧操作した状態を示してお
り、この場合、挟み付け部５と挟み付け部６とが離れる状態にある。
【００１２】
（構成）
本発明の実施形態のクリップ型集音装置１００は、アーム部材２の一方の端部には挟み付
け部５が形成されるとともに他方の端部には操作部４が形成されている。また、本体部１
の一方の端部には、平面視円形状の挟み付け部６が形成されるとともに他方の端部下面に
操作部３が形成されており、更に、アーム部材２側の挟み付け部５と本体部１側の挟み付
け部６とが当接するようにばね１７（付勢手段）で付勢されているクリップ型の形状をし
ている。
【００１３】
本体部１は、その両側面が、本体部１の幅方向に対向するようにして、１対の側壁部３０
ａ、３０ｂで囲まれていると共に、その後側面が後壁部３１で囲まれていて、両側壁部３
０ａ、３０ｂと後壁部３１とが一体的に形成されている。圧電素子としての薄膜円形状の
ピエゾ素子８に半田付けされた配線（不図示）を通しこれを保護する端子保護チューブ２
５が後壁部３１に設けられていて配線を傷めることなく通すことができる構造となってい
る。なお、不図示ではあるが、実際にはピエゾ素子８の外周縁の一端には被覆を施した電
気線が半田付けされてこれが端子保護チューブ２５を貫通して外部に延び、例えば増幅器
に接続され、この増幅器によって増幅された電圧信号はスピーカから放音されるように電
気系が構成されている。
【００１４】
　また、本体部１の前端部に設けられた平面視円形状の挟み付け部６には、その周囲に溝
部１２を形成しながら、薄肉で中空（中空の平面形状が円形）の平面視円形状の突起部１
５が形成されている。また、ピエゾ素子８は、弾力性の有る薄肉の中空（中空の平面形状
が円形）の１対のクッション部材７ａ、７ｂで挟まれて突起部１５に載置、固着（例えば
接着等でもよい）されて、これらは、平面形状が円形状のキャップ９で覆われた状態で挟
み付け部６に設けられる。つまり、挟み付け部６に設けられた１対の穴部１１（図６では
手前側が図示されていない）とキャップ９から突出された１対の突起部１０（図６では手
前側のみ図示）とが嵌り合った状態で装着される構成となっている。かくして、安定した
状態でピエゾ素子８（圧電素子）を装着することができることとなる。
【００１５】
また、上述した両側面部３０ａ、３０ｂには夫々、対応する位置にピン孔３２ａ、３２ｂ
が形成されている。そして、ばね１７の一端側のばね端部１８ｂを支持固定する一対のば
ね固定部２３ａ、２３ｂが、本体部１の幅方向で対向するように設けられた両側面部３０
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ａ、３０ｂの内側に設けられている。
【００１６】
　一方、側面視、中央部が屈曲しているアーム部材２の前端には挟み付け部５が形成され
るとともに、後端には操作部４が形成されている。そして、その略中央部には１対の側面
視、略半円状のピン受部２４ａ、２４ｂが幅方向に設けられていて、このピン受部２４ａ
、２４ｂの夫々には対応する幅方向の位置にピン孔３５が形成されている。また、ばね１
７は例えば鉄材をコイル状に巻回して構成されており、その両端部はＬ字型になっていて
、一方の端部はばね端部１８ａとなっており他方の端部はばね端部１８ｂとなっている。
そして、ロッド状のピン２２は、ばね１７のコイル状の中空部に挿通され、このピン２２
は、両ピン受部２４ａ、２４ｂのピン孔２４ａ、２４ｂを貫通し更に、本体部１の両側壁
面３０ａ、３０ｂのピン孔３２ａ、３２ｂに支持される。
【００１７】
　更に、ばね端子１８ｂは本体部１のばね固定部２３ａ、２３ｂの上縁部に設けられた支
持部に支持装着されると共に（図３等参照）、ばね端子１８ａはアーム部材２の後端部で
ある操作部４の裏面に押さえ付けられるようになっている（図４参照）。ばね１７（付勢
手段）は、ばね端子１８ａとばね端子１８ｂとが近接するに従って大きな復元力が働くの
で、このばね１７によって、アーム部材２側の挟み付け部５と本体部１側の挟み付け部６
とが当接するように付勢されている。
【００１８】
　また、その下面が円形状のクリップヘッド１６の上面に設けられた軸１９が、図７に示
すように、アーム部材２の挟み付け部５の裏面側に設けられた係合部２０によって係合さ
れるようになっていて、対象物の挟み込みが確実に行われるようになっている。
【００１９】
（作用）
　先ず、操作部３と操作部４とを押圧して、挟み付け部５と挟み付け部６とを遠ざける。
次に、打撃対象物をクリップヘッド１６とキャップ９との間に挟み込んで、押圧操作を解
除すると打撃対象物が両挟み付け部５、６（より具体的にはクリップヘッド１６とキャッ
プ９）により挟み込まれる。この状態で打撃対象物を打撃することによってこの打撃によ
る振動がピエゾ素子８に伝達して、ピエゾ素子８から電圧信号が得られることになる。
【００２０】
　図８は効果の説明図である。横軸はピエゾ素子８の中心点と打撃ポイントとの距離、縦
軸はピエゾ素子８からの出力電圧のレベルを示しており、符号ａで示すグラフは本発明に
よるもの、符号ｂで示すグラフは従来品によるものである。なお、縦軸はピエゾ素子８の
電圧を増幅器で増幅した電圧であり、単位は特に記載していない。例えば、打撃対象物を
木製の机として机の端を本発明のクリップ型集音装置１００で挟み込んだ場合の実測例を
示している。図８を参照して分かるように、ピエゾ素子８の中心点と打撃ポイントとの距
離が離れるにしたがってその集音効果に違いが出てくる。しかも出力レベルは距離が「５
０（ｃｍ）」の時、従来品の３倍以上になることを確認している。
【００２１】
以上説明してきたように、本発明の実施形態のクリップ型集音装置１００によれば、アー
ム部材２と、本体部１とを備え、アーム部材２側の挟み付け部５と本体部１側の挟み付け
部６とが当接するようにばね１７で付勢されているクリップ型の形状とする。そして、本
体部１側の挟み付け部６には平面視円形状の突起部１５を形成し、この突起部１５の表面
にピエゾ素子８を設けた構造としている。
【００２２】
図９は本発明の効果を説明する模式的な説明図である。打撃面に装着したクリップマイク
（クリップ型集音装置）では打撃面の振動を電圧信号に変換するが、この時、ピエゾ素子
８の破損を防ぐためにはキャップ９内にクッション部材７ａ、７ｂを設ける必要がある。
しかし、ピエゾ素子８がクッション部材７ａ、７ｂによって緩やかに打撃面と接触してい
る状態では、クッション部材７ａ、７ｂによって打撃面の振動が減衰してしまうため、小



(6) JP 2012-175307 A 2012.9.10

10

20

30

40

50

さな振動をピエゾ素子８に伝えることができない。そのため、このようなクリップマイク
ではマイク近辺の大きな振動しか拾うことができない（図９の符号Ａ参照）。なお、この
図において「ケース」は具体的には挟み付け部６に相当する。そこで、ケース内の高さを
クッション部材７ａ、７ｂの高さに比べて小さいものにして、ピエゾ素子８とクッション
部材７ａ、７ｂがつぶれるようにした場合を考える（図９の符号Ｂ参照）。この場合、ク
ッション部材７ａ、７ｂの緩衝効果は小さくなるため、ピエソ素子８に打撃面の振動は到
達し易くなる。しかしながら、ピエゾ素子８全体が強く押し付けられた状態にあるため、
打撃面の振動を受けたピエゾ素子８の振動は抑制される事になる。そのため、このような
構造のクリップマイクでは打撃面の振動時に高域成分が伝わりにくいという欠点がある。
【００２３】
そのため、符号Ｃで示すような、ピエゾ素子８の中心部分に突起を設けて、ピエゾ素子８
の中心部分がクッション材７ａ、７ｂを介して押されるような構造とする。これによって
、打撃面とピエゾ素子８との密着度は向上し、クッション部材７ａ、７ｂの緩衝効果は小
さくなるものの、ピエゾ素子８の周辺部は比較的自由に振動することができるようになる
ため、小さな振動や高域成分の振動も拾うことが可能になる。このような構造のクリップ
マイクでは、打撃面の打撃した位置がクリップマイクから離れていっても、クリップマイ
クが受け取る打撃振動の信号が極端に小さくならず、打撃面の広い範囲の打撃音を広い周
波数特性で拾うことができるようになる。この結果、集音距離が従来よりも長くなるとい
う効果が生じる。しかも、圧電素子は一般に固有の音質を持つがこの固有の音質を持つこ
とも軽減される。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　以上説明してきたように、音楽分野等において打撃対象物を挟み込み集音するために利
用することができる。
【符号の説明】
【００２５】
１　本体部
２　アーム部
３　操作部
４　操作部
５　挟み付け部
６　挟み付け部
７ａ、７ｂ　クッション部材
８　ピエゾ素子
９　キャップ
１０　突起部
１１　穴部
１２　溝部
１５　突起部
１６　クリップヘッド
１７　ばね
１８ａ、１８ｂ　ばね端子
１９　軸
２２　ピン
２３ａ、２３ｂ　ばね固定部
２４ａ、２４ｂ　ピン受部
２５　端子保護チューブ
３０ａ、３０ｂ　側壁部
３１　後壁部
３２ａ、３２ｂ　ピン孔
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３５　ピン孔

【図１】

【図２】

【図３】
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